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○ 一緒に住んでいる世帯員が５人以上いる場合は，必要とする枚数の世帯票を
調査員から受け取って記入してください。

○ 記入する欄が の場合は，右の例のようにぬりつぶしてください。
○ 数字で記入する欄は， の枠内に１文字ずつ右の例のように記入してください。
○ 記入には を使用し，間違えた場合は消しゴムで
きれいに消してください。

○ と の欄は記入しないでください。
◎ 本票は９月１日現在（単身世帯は10月１日現在）の状態について記入
してください。

世 帯 票
の記入例

１

この調査は,統計法に基づき政府が実施する基幹統
計調査です。秘密の保護には万全を期していますの
で，ありのままを記入してください。

秘 基幹統計調査

Ⅰ 全世帯員に共通する事項について〔一緒に住んでいる世帯員について(1)から(14)欄に記入してください〕

黒の鉛筆又はシャープペンシル

はねない

数字の記入例
縦線１本 すきまを開ける 上につきぬける 角をつける 閉じる

勤 外 無 １ ２二 単 月 日

(1)氏名，男女の別及び
世帯主との続き柄

３か月以上不在の
家族はⅡへ

(3)配偶者の有無

(4)就業・非就業の別

勤め先又は
自営事業

(6)名称

(7)事業の
内容

(8)本人の
している
仕事の内容

産業分類

(11)国公立・私立の別 国公立 私 立

①
企業区分

４
人
以
下

人

500

999
人

30

499
人

５

29

1000
人
以
上

②
企業規模

(10)学校の種別在
学
者
の
学
校
の
種
別

(9)
勤め先の
企業区分
及び規模

こ
の
調
査
票
は
機
械
に
か
け
ま
す
の
で

汚
し
た
り

丸
め
た
り

最
初
に
折
ら
れ
て
い
る
以
上
に
折
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

民営 自営 官公

(2)満年齢

国公立 私 立

世帯主の
配偶者

国公立 私 立 国公立 私 立

子
子の
配偶者

世帯主
の父母

世帯主の
配偶者の
父 母

孫 祖父母
兄弟
姉妹

他の
親族

住み込みの
雇人 その他

民営 自営 官公 民営 自営 官公 民営 自営 官公

通っている 通っていない 通っている 通っていない 通っている 通っていない 通っている 通っていない(12)各種学校・塾など

（① 世帯員氏名） （② 世帯員氏名） （③ 世帯員氏名） （④ 世帯員氏名）

電話番号 － －

（分からないことがあった場合，問合せに利用いたします）

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高 校

専 門
学 校

短大・
高 専

大 学 大学院

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高 校

専 門
学 校

短大・
高 専

大 学 大学院

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高 校

専 門
学 校

短大・
高 専

大 学 大学院

保育所 幼稚園 小学校 中学校 高 校

専 門
学 校

短大・
高 専

大 学 大学院

男

女

男

女

男

女

男

女

・世帯主は，名目上の世帯主ではな
く，一緒に住んでいて，かつ「家計
上の主たる収入を得ている人」とし
てください

・「家計上の主たる収入を得ている
人」が３か月以上不在の場合は，世
帯員の中から代表者を選び，世帯主
としてください

歳 歳 歳 歳

配偶者あり 配偶者なし 配偶者あり 配偶者なし 配偶者あり 配偶者なし配偶者あり 配偶者なし

・自宅外の家族を介護している場合
も，「介護をしている」に記入して
ください

・介護の内容については，『世帯票の
記入のしかた』を参考にしてください

就 業 非就業

正規の職員・
従業員

パート・
アルバイト

労働者派遣
事業所の
派遣社員

そ の 他

雇用されている人

会社などの
役員

自営業主

家族従業者

内 職

左記以外の人

仕事を

探していない

仕事を

探している

(13)介護をしている状況

介護を
している

介護を
していない

４
人
以
下

人

500

999
人

30

499
人

５

29

1000
人
以
上

４
人
以
下

人

500

999
人

30

499
人

５

29

1000
人
以
上

４
人
以
下

人

500

999
人

30

499
人

５

29

1000
人
以
上

・選択肢の内容については，『世
帯票の記入のしかた』を参考に
してください

・「労働者派遣事業所の派遣社員」と
は，労働者派遣法に基づいて派遣さ
れている人をいいます

・上記以外の派遣されている人（デパ
ートの派遣店員など）は，派遣元の
事業所における呼称について記入し
てください

・契約社員，嘱託などは「その他」に
記入してください

・労働者派遣事業所の
派遣社員の方は，派
遣先となる勤め先の
状況を記入してくだ
さい

・『世帯票の記入のし
かた』を参考にして
詳しく記入してくだ
さい

産業分類 産業分類 産業分類

職業分類 職業分類 職業分類 職業分類

介護を
している

介護を
していない

介護を
している

介護を
していない

介護を
している

介護を
していない

年の記入例

平成 西暦 年

→
(10)へ

就 業 非就業

雇用されている人 左記以外の人

仕事を

探していない

仕事を

探している
→
(10)へ

就 業 非就業

雇用されている人 左記以外の人

仕事を

探していない

仕事を

探している
→
(10)へ

就 業 非就業

雇用されている人 左記以外の人

仕事を

探していない

仕事を

探している
→
(10)へ

世帯主
世帯主の
配偶者 子

子の
配偶者

世帯主
の父母

世帯主の
配偶者の
父 母

孫 祖父母
兄弟
姉妹

他の
親族

住み込みの
雇人 その他

世帯主
世帯主の
配偶者 子

子の
配偶者

世帯主
の父母

世帯主の
配偶者の
父 母

孫 祖父母
兄弟
姉妹

他の
親族

住み込みの
雇人 その他

世帯主
世帯主の
配偶者 子

子の
配偶者

世帯主
の父母

世帯主の
配偶者の
父 母

孫 祖父母
兄弟
姉妹

他の
親族

住み込みの
雇人 その他

世帯主

(5)育児休業の取得の
有無

・９月１日（単身世帯は10月１日）
を含む範囲で取得している育児休業
について記入してください

・産前産後休業，年次有給休暇の取得
による日数は含めないでください

(14)要介護・要支援認定
の状況

・９月１日（単身世帯は10月１日）
時点で受けている認定の状況につい
て記入してください

認定を
受けていない

要介護認定を
受けている

要支援認定を
受けている

利用 利用
している していない

－ 第１面 －

居宅サービス・デイサービス・
短期入所（ショートステイ）について

認定を
受けていない

要介護認定を
受けている

要支援認定を
受けている

利用 利用
している していない

居宅サービス・デイサービス・
短期入所（ショートステイ）について

認定を
受けていない

要介護認定を
受けている

要支援認定を
受けている

利用 利用
している していない

居宅サービス・デイサービス・
短期入所（ショートステイ）について

認定を
受けていない

要介護認定を
受けている

要支援認定を
受けている

利用 利用
している していない

居宅サービス・デイサービス・
短期入所（ショートステイ）について

正規の職員・
従業員

パート・
アルバイト

労働者派遣
事業所の
派遣社員

そ の 他

会社などの
役員

自営業主

家族従業者

内 職

正規の職員・
従業員

パート・
アルバイト

労働者派遣
事業所の
派遣社員

そ の 他

会社などの
役員

自営業主

家族従業者

内 職

正規の職員・
従業員

パート・
アルバイト

労働者派遣
事業所の
派遣社員

そ の 他

会社などの
役員

自営業主

家族従業者

内 職

→ 裏面（第２面）にも記入してください

一 応

取得
している

取得
していない

か月 か月

８月までに
取得した期間
（月単位に切上げ）

９月以降，
取得する期間
（月単位に切上げ）

取得
している

取得
していない

か月 か月

８月までに
取得した期間
（月単位に切上げ）

９月以降，
取得する期間
（月単位に切上げ）

取得
している

取得
していない

か月 か月

８月までに
取得した期間
（月単位に切上げ）

９月以降，
取得する期間
（月単位に切上げ）

取得
している

取得
していない

か月 か月

８月までに
取得した期間
（月単位に切上げ）

９月以降，
取得する期間
（月単位に切上げ）

(14)は，40歳以上の世帯員全員について，その方の要介護・要支援認定の状況（認定を受けているか否かなど）を記入してください
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Ⅶ 現在住んでいる住居以外の住宅及び土地について

現住居以外の住宅又は土地について
(32)から(33)欄に記入してください

・該当する住宅又は土地を４か所以上所有している場合は，必要とする枚数の世帯票を調査員から受け取って記入してください。

・家族以外の人と共有名義で所有している場合は，家族の所有分を記入してください。
・共同住宅及び長屋建の場合は，家族の所有分を記入してください。なお，所有する住宅の延べ床面積及び敷地面積が不明の場合は，
その共同住宅の総住宅面積及び総敷地面積を総住宅数であん分してください。

・昭和64年・平成元年は，平成１年と記入し，西暦は，４桁で記入してください。
・坪を㎡に換算するときは3.3倍してください。

建 築 時 期 住宅の延べ床面積 住宅の構造

(32)現住居以外の住宅をあなた又はあなたの家族名義で所有していますか
(法人名義は除きます)

所有している 所有していない

(33)現居住地以外の土地(住宅用)をあなた又はあなたの家族名義で所有して
いますか(法人名義は除きます)

所有している

昭和40年以前（1965年以前）

年

①

． ㎡

千 百 十 一

(

防
火
木
造
を
除
く)

木

造

防
火
木
造

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

鉄
骨
・
鉄
筋

都道

府県

市郡
等

所

在

地

①

．

山林・農地等でも住宅を建てる
目的で所有している場合は，
記入してください

所有していない

㎡

千 百 十 一

敷地面積

所

在

地

②

． ㎡

千 百 十 一

所

在

地

③

． ㎡

千 百 十 一

②

． ㎡

千 百 十 一

(

防
火
木
造
を
除
く)

木

造

防
火
木
造

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

鉄
骨
・
鉄
筋

③

(

防
火
木
造
を
除
く)

木

造

防
火
木
造

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

鉄
骨
・
鉄
筋

敷地面積

敷地面積

２

レ
ン
ガ
造
な
ど
）

（
ブ
ロ
ッ
ク
造

，

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

－ 第２面 － ご記入ありがとうございました

区町

村

都道
府県

市郡
等

区町
村

都道
府県

市郡
等

区町
村

単

身

赴

任

出

稼

ぎ

そ

の

他

(18)あなたの世帯は，

過去５年間に罹災
証明書を受けたこと
がありますか

Ⅳ 被災に関する事項について

りさい

(19)災害の種類 地震・津波

(20)被災した年月

年

平成 西暦

・複数回に渡り罹災証明書を受けた
場合は，直近の災害について記入
してください

入 院
人

介護保険
施設入所 人

他の介護
施設入所 人

学 業
人

(15)家計を主に支える人

・家計上の主たる収入を得ている人で，３か月
以上不在の人がいる場合に記入してください

・９月１日（単身世帯は10月１日）の前後を通
じて３か月以上の期間不在となることが見込ま
れる場合も記入してください

Ⅱ ３か月以上不在の家族について

（
世
帯
主
と
の
続
き
柄
）

（
不
在
理
由
）

単身赴任 出稼ぎ

世帯主の
配偶者 子

子の
配偶者

世帯主
の父母

孫 祖父母 兄弟
姉妹

他の
親族

（
氏

名
）

入 院 その他

世帯主の
配偶者の
父 母

(16)その他の人

・(15)以外の人で，家計の一部

又は全部をこの世帯の収入に
頼っている人のうち，３か月以
上不在の家族がいる場合に記入

してください

・２人以上の子がいる場合は，最も
近くに住んでいる子について記入
してください

・未婚の子のほか，既婚の子や，子
の配偶者も含みます

(17)子の住んでいる場所

Ⅲ 子の住んでいる場所について

徒歩５分程度の場所
に住んでいる

片道15分未満の
場所に住んでいる

片道１時間未満の
場所に住んでいる

片道１時間以上の
場所に住んでいる

風水害（台風など）

その他

いいえ

はい

Ⅴ 単身世帯について

・借地の場合も記入してください
・マンションなどの共同住宅や
長屋建の場合は，むね全体の敷地

ではなく，住んでいる住宅の
敷地相当分（区分所有分）について
記入してください

千 百 十 一

㎡．

平成

昭和40年以前（1965年以前）

昭和

支払っていない
(27)地代支払の

有無

(28)住居の
敷地面積

(29)住居の
建築時期

・坪を㎡に換算する
ときは3.3倍して
ください

西暦 年

（持ち家の世帯）

(31)設備の有無(平成元年以降に取得したもの)

システムキッチン
なし

あり 年

数量 取得時期

ＩＨクッキング

ヒーター

洗髪洗面化粧台

温水洗浄便座

床暖房

太陽熱温水器

太陽光発電システム

高効率給湯器
（エコキュート，エコジョーズ，

エコフィール）

家庭用コージェネレーション

システム
（エコウィル，エネファーム）

家庭用エネルギー管理システム
（家電機器や給湯機器などを宅内

ネットワークにより自動制御し，

省エネルギーを促進させるシステム）

なし

あり 年

なし

あり 年

なし

あり 年

なし

あり 年

なし

あり 年

なし

あり 年

なし

あり 年

なし

あり 年

なし

あり 年

平成 西暦

平成 西暦

平成 西暦

平成 西暦

平成 西暦

平成 西暦

平成 西暦

平成 西暦

平成 西暦

平成 西暦

昭和

平成

西暦

昭和40年以前（1965年以前）

年

昭和

平成

西暦

． ㎡

千 百 十 一

昭和40年以前（1965年以前）

年

昭和

平成

西暦

二人以上の世帯及び「(22)単身世帯の形態」で「その
他」を選択した単身世帯の方は，(32)及び(33)も記入
してください

「(22)単身世帯の形態」で「単身赴任」又は「出稼
ぎ」を選択した単身世帯の方は，記入する必要はあり
ません

(22)単身世帯の形態

あなたが単身世帯で
ある場合のみ記入し
てください

月

支払っている

・『世帯票の記入のしかた』を参考にして記入してください

・平成元年は，平成１年と記入してください

・西暦は，４桁で記入してください

こ
の
調
査
票
は
機
械
に
か
け
ま
す
の
で

汚
し
た
り

丸
め
た
り

最
初
に
折
ら
れ
て
い
る
以
上
に
折
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

西暦

平成20年以前（2008年以前）

平成

(30)住居への
入居時期

年

（持ち家以外の世帯）

・(19)の災害により被災した年月
を記入してください

・西暦は，４桁で記入してくだ
さい

(21)被災による転居の
有無

・(19)に伴う転居について記入し
てください

・避難所等に一時避難していたが，
元の住居に戻った場合は，「転居
したことはない」としてください

→(22)へ

（台）

（台）

（台）

（台）

（畳）

Ⅵ 現住居等に関する事項について

(23)住居の
構造

木造（防火木造を除く）

防火木造

鉄骨･鉄筋
コンクリート造

そ の 他
( 造， 造など)

(24)住居の
延べ床面積

うち業務用面積

㎡．

千 百 十 一

㎡．

千 百 十 一

(25)住居の
建て方

一戸建

共同住宅（ｱﾊﾟｰﾄ，ﾏﾝｼｮﾝなど）

その他
（長屋建・テラスハウスを含む）

階建の 階に
居住

(26)住居の
所有関係

民 営 の 賃 貸 住 宅

都道府県・市区町村営
賃 貸 住 宅

社宅・公務員住宅
（借上げの社宅を含む）

持 ち 家

都 市 再 生 機 構 ・
公社等の賃貸住宅

借 間

寮 ・ 寄 宿 舎

・坪を㎡に換算する

ときは3.3倍して

ください

転居したことはない

転居したが元の

住居に戻っている

子はいない

一緒に住んでいる
（同一敷地内を含む）

・親の名義の家や子の

名義の家に，家賃を

払わないで住んでい

る場合も「持ち家」

に記入してください

・昭和64年・平成
元年は，平成１年と
記入してください

・西暦は，４桁で記入
してください

・人的災害によるものを除きます

・平成元年は，平成１年
と記入してください

・西暦は，４桁で記入
してください

レ
ン
ガ
造
な
ど
）

（
ブ
ロ
ッ
ク
造

，

レ
ン
ガ
造
な
ど
）

（
ブ
ロ
ッ
ク
造

，

その他
人 今も転居先にいる

SA
M
PL
E



耐久財等調査票
平成26年10月末日現在

（記入のしかた）

●数字で記入する欄は， の枠内に１文字ずつ右の例のように記入してください。

●記入には を使用し，間違えた場合は消しゴムで

きれいに消してください。

● と の欄は記入しないでください。

◎事業用のものは除いてください。また，家計用と事業用で共有している場合で，主として事業用に使用しているものは除いてください。
◎中古で購入した場合やよそからもらった場合は，購入又はもらったときを取得時期とします。
◎賃貸住宅に最初から備えられていた数量は除いてください。
◎購入したシステムキッチンのキャビネットに組み込まれた食器洗い機など，ビルトインタイプの品目も含めてください。

品目ごとに所有総数及び取得時期別所有数を記入してください。

秘

品 名

取得時期別
所 有 数

超
え
る
時
期

過
去
５
年
を

Ⅰ 家具・電気製品等

３

黒の鉛筆又はシャープペンシル

所
有
総
数

過
去
１
年
以
内

５
年
以
内

過
去
１
年
～

(5) ビデオレコーダー（DVD・ﾌﾞﾙｰﾚｲを含む）

(6) ホームシアター(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ,ｽｸﾘｰﾝ,ｽﾋﾟｰｶｰのｾｯﾄ)

(4) テレビ

基幹統計調査

この調査は，統計法に基づき政府が実施する基幹統計調査です。
秘密の保護には万全を期していますので，ありのままを記入してください。

(10) 食堂セット（食卓と椅子のセット）

(11) 冷蔵庫

(9) 食器戸棚（作り付けを除く）

(3) ＬＥＤ照明器具（電球・蛍光灯を除く）

(12) 電子レンジ（電子オーブンレンジを含む）

(13) 自動炊飯器（遠赤釜・ＩＨ型）

(14) ホームベーカリー

(7) ピアノ・電子ピアノ

(15) 食器洗い機

(2) 空気清浄機

(1) ルームエアコン

(8) サイドボード・リビングボード

品 名

取得時期別
所 有 数

超
え
る
時
期

過
去
５
年
を

所
有
総
数

過
去
１
年
以
内

５
年
以
内

過
去
１
年
～

(21) スマートフォン

(22) 携帯電話（PHSを含み，ｽﾏｰﾄﾌｫﾝを除く）

(20) タブレット端末

(26) たんす（作り付けを除く）

(27) ベッド・ソファーベッド（作り付けを除く）

(25) 書斎・学習用机（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞﾃﾞｽｸを含む）

(19) パソコン（ﾉー ﾄ 型（ﾓﾊﾞｲﾙ・ﾈｯﾄﾌﾞｯｸを含む））

(28) 鏡台（ドレッサー）

(29) カーナビゲーションシステム

(23) ビデオカメラ

(18) パソコン（デスクトップ型）

(17) 電気掃除機

(24) カメラ

(30) 電動アシスト自転車

(16) 洗濯機

はねない

数字の記入例
縦線１本 すきまを開ける 上につきぬける 角をつける 閉じる

－ 第１面 － → 裏面（第２面）にも記入してください

こ
の
調
査
票
は
機
械
に
か
け
ま
す
の
で

汚
し
た
り

折
っ
た
り

丸
め
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

勤 外 無二 単

調査票
番 号

SA
M
PL
E



○ 記入欄の数を超えて耐久消費財を所有している場合は，必要とする枚数の耐久財等調査票を調査員から受け取って記入してください。

万円

万円

万円

千 百 十 一

万円

千 百 十 一(億)

（記入のしかた）
●記入する欄が の場合は，右の例のようにぬりつぶしてください。
●数字で記入する欄は， の枠内に１文字ずつ記入してください。

Ⅲ そ の 他 の 耐 久 消 費 財
Ⅰ及びⅡで記入した品目以外に所有している耐久消費財（一つ当たりの購入価格が10万円以上のもの）がある場合は，品名，

所有総数，取得時期別所有数及び購入価格を記入してください。
○ 品名の記入に当たっては，『耐久財等調査票の記入のしかた』を参照してください。

品 名

購 入 価 格

Ⅳ 会 員 権

所
有
総
数

過
去
１
年
以
内

５
年
以
内

過
去
１
年
～

超
え
る
時
期

過
去
５
年
を

取得時期別
所 有 数

同一品目を複数所有して
いる場合は，総購入価格
を記入してください。

購入価格

の記入例

４

(十億)

所有数

十 一

ゴルフ，スポーツ・レジャークラブ，リゾートクラブなどの会員権で購入価格が
５万円以上のものを所有している場合は，所有数及び購入価格を記入してくだ
さい。

軽自動車

○ 平成元年は，平成１年と記入してください。

Ⅱ 自動車，自動二輪車及び原動機付自転車
所有している自動車，自動二輪車及び原動機付自転車について，国産・輸入の別，取得時期，初度登録年，種類を記入してください。

国産・輸入の別 取 得 時 期 初度登録年(年式)

国産車

国産車

国産車

輸入車

輸入車

輸入車

種 類

ガソリン・ディーゼル車

小型乗用車 普通乗用車 乗用車以外ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 電気自動車

国産車

輸入車

（３ナンバー以外） （３ナンバー）

原動機付自転車

（50cc以下）

普通自動二輪車

（126～250cc）

普通自動二輪車

（251～400cc）

大型自動二輪車

（401cc以上）

普通自動二輪車

（51～125cc）

原動機付自転車

（50cc以下）

普通自動二輪車

（126～250cc）

普通自動二輪車

（251～400cc）

大型自動二輪車

（401cc以上）

普通自動二輪車

（51～125cc）

○ 外国で生産された日本メーカーの車（逆輸入車）は，国産車としてください。

軽自動車 小型乗用車 普通乗用車 乗用車以外ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 電気自動車

○ 記入欄の数を超えて自動車などを所有している場合は，必要とする枚数の耐久財等調査票を調査員から受け取って記入してください。

自

動

車

原
動
機
付
自
転
車

自
動
二
輪
車
及
び

（３ナンバー以外） （３ナンバー）

ハイブリッド・電気自動車

○ 取得時期と初度登録年は，右詰めで記入してください。

昭和

年

平成

年

年の記入例

国産車

輸入車 軽自動車 小型乗用車 普通乗用車 乗用車以外ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 電気自動車

（３ナンバー以外） （３ナンバー）

－ 第２面 － ご記入ありがとうございました

万円

こ
の
調
査
票
は
機
械
に
か
け
ま
す
の
で

汚
し
た
り

折
っ
た
り

丸
め
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

西暦 昭和 平成 西暦

年

昭和

年

平成 西暦 昭和 平成 西暦

年

昭和

年

平成 西暦 昭和 平成 西暦

年

昭和

年

平成 西暦 昭和 平成 西暦

年

昭和

年

平成 西暦 昭和 平成 西暦

年

昭和 平成 西暦

SA
M
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勤 外 無二 単

調査票
番 号

万円万円万円 万円

万円万円万円 万円

万円万円万円 万円

万円万円万円 万円

万円万円万円 万円

万円万円万円 万円

万円万円万円 万円

万円万円万円 万円

万円万円万円 万円

万円

万円万円万円 万円

(億) 千 百 十 一 千 百 十 一 千 百 十 一 千 百 十 一

（記入上の注意点）
※１ 毎月支給される本給，扶養手当，役付手当のほか，超過勤務手当，出来高歩合金，賞与・その他の臨時収入などを含めた勤め先から

の収入総額を記入してください。事業経営のかたわら勤めている人の場合，その勤め先からの収入もここに記入してください。
※２ 米，野菜，果物，魚などの農林水産物の売上高から，農機具，肥料，飼料，漁網などの材料費，支払労賃，事業税，固定資産税など

の経営上の諸経費を差し引いた純益を記入してください。
※３ 売上高から，仕入高，原材料費，人件費，消耗品費，事業税，固定資産税などの経営上の諸経費を差し引いた純益を記入してくださ

い。
※４ 勤め先，事業からの収入以外の収入で，原稿執筆，個人教授，手内職などにより働いて得た収入は，いずれも材料費などの経費を差

し引いた純益を記入してください。
※５ 米，野菜，魚，卵などの自家産物や自分の店の商品を，過去１年間に家計で消費した分の見積額を記入してください。

あなたの世帯の過去１年間（平成25年12月から26年11月）の年間収入（税込み）はだいたいどれくらいになりますか。
● 退職金，土地・家屋，株式などの財産売却によって得た収入及び相続した預貯金など一時的な収入は除いてください。

● 収入のある各世帯員について収入の種類ごとに金額を記入してください。

● 世帯主は，名目上の世帯主ではなく，一緒に住んでいて，かつ「家計上の主たる収入を得ている人」としてください。

● 「家計上の主たる収入を得ている人」が３か月以上不在の場合は，世帯員の中から代表者を選び，世帯主としてください。

● だれの分かはっきりしないものは，世帯主の分に含めて記入してください。

● 他の世帯員は，③，④のそれぞれ該当する世帯員の合計を記入してください。

収 入 の 種 類 ① 世 帯 主 ②世帯主の配偶者
他 の 世 帯 員

③６５歳未満 ④６５歳以上

（記入のしかた）
・数字で記入する欄は， の枠内には数字を１文字ずつ記入してください。

・記入には を使用し，間違えた場合は消しゴムで

きれいに消してください。
・ と の欄は記入しないでください。

年収・貯蓄等調査票
平成26年11月末日現在

５

この調査は，統計法に基づき政府が実施する基幹統計調査です。秘密の
保護には万全を期していますので，ありのままを記入してください。

Ⅰ 年間収入について

黒の鉛筆又はシャープペンシル

秘 基幹統計調査

(11)現物消費の年間見積額
※５

(10)そ の 他 の 年 間 収 入

(9)親族などからの仕送り金

(8)利 子 ・ 配 当 金

(7)企業年金・個人年金受取金

(6)公 的 年 金 ・ 恩 給

(5)家賃・地代の年間収入

(4)内 職 な ど の 年 間 収 入
※４

(3)農林漁業以外の事業収入
※３

(2)農 林 漁 業 収 入
※２

(1)勤め先からの年間収入
※１単身赴任，出稼ぎなどで不在

の家族からの収入は，(9)に記
入してください。

健康保険や雇用保険から
の給付，児童手当などを
含めてください。

－ 第１面 － → 裏面（第２面）にも記入してください

の記入例

こ
の
調
査
票
は
機
械
に
か
け
ま
す
の
で

汚
し
た
り

折
っ
た
り

丸
め
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

はねない

数字の記入
縦線１本 すきまを開ける 上につきぬける 角をつける 閉じる

例
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名称を具体的に記入してください

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

千 百 十 一(億)

万円

万円

万円

万円

Ⅱ 貯蓄現在高について

あなたの世帯では，平成26年11月末日現在で貯蓄がいくらありますか。
● 次の貯蓄の種類ごとに現在高を記入してください。
● ここでいう貯蓄には，家計用だけでなく個人営業のための分も含めます。
● 勤労者財産形成貯蓄に加入している場合は，それぞれ該当する貯蓄の種類に含めて記入してください。

銀 行
信用金庫・信用組合

(2) 農 業 協 同 組 合
労 働 金 庫
その他の金融機関

(3) 生命保険 損害保険 簡易保険(保険商品・年金商品)
（加入してからの払込総額） ※掛け捨ての保険は含めません

(5) 株式・株式投資信託（時価）

(4) 貸付信託 金銭信託（額面）

(6) 債券（額面） 公社債投資信託（時価）

(7) その他（社内預金など）

(8) 合 計

(9) 上記(8)のうち年金制度が組みこまれている貯蓄

(10) 上記(8)のうち外貨預金・外債・外国株式

(2) 住宅の購入・建築・増改築 土地の購入のための借入金残高

(3) その他の借入金残高

(1) 月賦・年賦の未払残高

こ
の
調
査
票
は
機
械
に
か
け
ま
す
の
で

汚
し
た
り

折
っ
た
り

丸
め
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

Ⅲ 借入金残高について

記入が済みましたら，もう一度内容を確かめて，別にお配りした封筒に入れ，密封して，調査員にお渡
しください。

６

※乗用車，電気製品などの耐久消費財や衣類などを
月賦･年賦(分割払い)で購入した場合の未払残高

ゆ う ち ょ 銀 行
郵便貯金・簡易生命
保険管理機構（旧日
本郵政公社)

(1)

あなたの世帯では，平成26年11月末日現在で借入金あるいは月賦・年賦の未払残高がありますか。
● 借入金の種類ごとに残高を記入してください。
● ここでいう借入金には，家計用だけでなく個人営業のための分も含めてください。

定期預金・定期積金
定額・定期・積立貯金

普通預金・その他の預貯金

定期預金・定期積金

普通・当座預金 その他の預貯金

千 百 十 一(億)(十億)

千 百 十 一(億)

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

あ り

な し

－ 第２面 － ご記入ありがとうございました
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